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今も地域の発展のために日々奮闘している地方議員
の皆様に、また、政治を変えたいと思う人たちにぜひ
読んでもらいたい。──「はじめに」より

佐野 辰夫 （さの たつお）
昭和 39 年 5月 5日、佐賀市で生まれる。早稲田大学政経
学部を卒業後、大手流通企業に就職。平成 2年に退職し、
翌年佐賀市に帰郷。平成 5 年、佐賀市議会議員の補欠選
挙で、初当選。2期を務めたのち、平成 11 年に佐賀市長
選挙に立候補し、落選。同年 4 月に佐賀県議会議員選挙
佐賀市選挙区で当選し佐賀県議に。西鉄バスジャック事
件、佐賀商工共済問題、佐賀県立病院移転問題などに対
し、常に市民・県民に軸足を置いて追及を行った。
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地方議員、地方議会は不要な存在なのか─！？

地盤、看板、カバンのないなか、市議会議員、県議会議
員を14年間務め、突然、政治の世界から消えた著者に
よる、地方自治制度の現実と未来への提言。
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